
No.47
令和元年11月

発行

９月定例会………………………………………… ２ページ
平成３０年度決算状況…………………………… ３ページ
決算審査特別委員会………………………… ４～６ページ
主な議案の説明…………………………………… ７ページ
請願・意見書……………………………………… ８ページ
会派代表質問……………………………… ９～１１ページ
一般質問………………………………… １２～１５ページ
議会報告会の予定……………………………… １６ページ

も く じ

９月
定例会

発行部数 17,000 部　1 部当たり 17 円で作成しています
発行／熊取町議会　編集／広報委員会 

熊取町野田一丁目１番１号 
☎ 072-452-9023



９
月
定
例
会

　

９
月
５
日
か
ら
30
日
ま
で
の
日
程
で
９
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
質
問
・
議
案
説
明

と
委
員
会
付
託
・
町
長
か
ら
主
要
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
・
そ
れ
に
対
す
る
会
派
代
表

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
を
は
じ
め
、
今
年
の
10
月
よ
り
消
費
税
10
％
の
増
税
に
あ
わ
せ
、
幼
児

教
育
の
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
関
係
条
例
を
含
む
す
べ
て

の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
は
、
積
極
的
に
取
り
組
み
全
国
７
位
と
な
っ
た
「
く
ま
と
り
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
」
76
億
４
千
万
円
を
含
む
２
０
２
億
円
（
一
般
会
計
）
と
な
り
、
対
前
年
度
決
算

額
と
比
べ
る
と
、
75
億
８
千
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
、７
名
で
構
成
す
る
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

矢
野
・
二
見
正
副
議
長
が
正
副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
意

見
書
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
１
件
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
決
算
を

　
　
賛
成
多
数
で
可
決
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10月より幼児教育の無償化スタート
ふるさと応援寄附金が全国７位に

矢野正憲議長

　平成30年度泉州南消防組合一般会計決算額
　　　　４３億４，１５０万６，０７７円。

（熊取町の負担金５億４，３７２万４，８８９円）
　8月に行われた消防組合議会定例会において、熊取町選
出議員（二見・河合）から、3市3町の負担金が前年度に比べ
て9．4％の増加となっている要因について質問。退職者
数が通常の人数より増加、高度救助工作車の購入による
もの。また、経費削減については契約方法を見直し、一括
契約を順次進めるとの答弁あり。

泉州南消防組合30年度決算審査委員会提出議案第２号
議会選任第４号
議会改革検討特別委員会（７名）を設置し、
委員を以下のとおり選任

委員長　　矢野正憲
副委員長　二見裕子
委員　　　大林隆昭
委員　　　浦川佳浩
委員　　　田中豊一
委員　　　鱧谷陽子
委員　　　重光俊則



※構成比は単純四捨五入しているので、合計しても100％にならない場合があります。

扶助費
13.4％

公債費
5.2％

投資的経費
4.4％

物件費
13.1％

維持補修費
1.0％

補助費等
25.8％

積立金
17.2％

繰出金
6.9％

投資及び出資金
0.2％

平成30年度熊取町一般・特別会計等決算状況

内側／財源別
自主財源／町が自主的に収入することができる財源
依存財源／国や府から交付される財源

外側／歳入の区分
町税／町民税、固定資産税、軽自動車税等
地方交付税／地方公共団体が等しく事務を遂行できるよう国が交付
国庫支出金／国から使途が特定されている費用を交付
府支出金／府から使途が特定されている費用を交付
寄附金／ふるさと応援寄附金　　　町債／町の借入金

内側／目的別（行政分野別）
総務費／徴税、戸籍住民基本台帳、選挙、監査等
民生費／高齢者・児童・障がい者福祉等
衛生費／清掃、保健衛生、母子保健等
土木費／道路橋りょう建設・管理、河川管理等

外側／性質別（経費別）
扶助費／児童福祉法、老人福祉法等に基づき支給する費用
公債費／町の借入金の返済費
投資的経費／普通建設事業費、災害復旧事業費等
物件費／委託料、臨時職員賃金、光熱水費等

202億118万1千円

平成30年度
一般会計
歳入

平成30年度 歳入歳出差引額
翌年度繰越額
実質収支

2億1,889万9千円
1億2,275万5千円
9,614万4千円

外側／歳入の区分
内側／財源別

町税
20.8％

地方交付税
13.9％

8.2％
府支出金
5.3％

町債
5.0％

寄附金
37.8％

9.0％

国庫支出金

その他

自主財源
25.2％

依存財源
74.8％

平成30年度
一般会計
歳出

199億8,228万2千円

人件費
13.0％

商工費
0.3％

総務費
45.4％

外側／性質別（経費別）
内側／目的別（行政分野別）

経常収支比率の推移

町債（借金）の推移

基金（貯金）現在高の推移

特別会計・公営企業会計決算額

自治体の財政構造の弾力性を表す指標
（100に近づく程弾力性がなくなる）

88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100

11,000,000

10,000,000

9,000,000

千円

％

千円

8,000,000

7,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000
2,000,000

熊取町
府内町村平均
府内市町村平均

基金現在高

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度議会費0.6％
災害復旧費0.8％

民生費
25.8％

衛生費
6.3％

公債費
5.2％

教育費
7.2％

農林水産業費
0.4％

消防費
3.0％

土木費
5.1％

特別会計・公営企業会計における歳出の推移
千円

＊公営企業会計である水道事業及び下水道事業は、収益的支出と資本的
  支出を合計しています。

0

500,000

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

50,000

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

国民健康保険

介護保険

下水道事業

墓地事業

水道事業

後期高齢者医療

町債現在高

3,911,348 4,136,709 3,846,536 3,947,863

7,257,550

8,636,524
8,889,890 8,662,706 8,582,510 8,597,031

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
国民健康保険事業 5,191,345 6,092,173 5,966,447 5,763,186 5,326,455
後期高齢者医療 460,724 475,318 507,552 554,869 583,088
介護保険 2,856,327 2,997,833 3,020,873 3,251,224 3,371,366
墓地事業 17,512 47,799 41,669 21,674 12,219
水道事業 1,440,558 1,299,987 1,351,659 1,367,286 1,442,315
　　収益的支出 1,000,765 919,639 918,668 947,569 913,244
　　資本的支出 439,793 380,348 432,991 419,717 529,071
下水道事業 1,905,742
　　収益的支出 1,065,885
　　資本的支出 839,857

※下水道事業は平成30年度より公営企業会計となっています。

くまとり議会だより　令和元年11月発行  No.473



質
疑

ここが
  聞きたい
決算審査

特別委員会
　９月９日の本会議において本委員会に付託された、平成 30 年度一般会計

及び各特別会計・水道事業会計・下水道事業会計は、9 月 19 日・20 日・24 日・

25 日の 4 日間にわたり審議しました。町政全般にわたり、各委員から活発

な数多くの質疑がありました。その中からいくつかをお知らせします。
文野慎治 委員長

動
画
は

こ
ち
ら

坂上昌史（副委員長）

渡辺豊子 委員

大林隆昭 委員

矢野正憲 委員

田中豊一 委員

坂上巳生男 委員

問 

町
税
の
収
納
率
が
97
．

8
％
と
前
年
度
よ
り
0
．8

％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
14
年

連
続
徴
収
率
が
向
上
し
て
い

る
。
主
な
理
由
は
？

問 

（
仮
称
）
駅
前
延
伸
線

道
路
改
良
事
業
は
？
地
権
者

は
何
件
か
？

問 

自
治
会
か
ら
防
犯
カ
メ

ラ
の
要
望
が
あ
る
が
、
今
後
、

増
設
を
検
討
し
て
い
る
か
？

問 

消
防
団
の
こ
れ
か
ら
の

在
り
方
は
？

答 

高
額
滞
納
案
件
を
対
象

に
府
と
共
同
で
徴
収
を
行
う

大
阪
府
地
方
税
徴
収
機
構
へ

の
参
加
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

納
付
方
法
等
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
て
き
て
い
る
。

答 

国
・
府
の
補
助
金
が
あ

れ
ば
設
置
し
て
い
き
た
い
。

問 
町
民
の
命
を
守
る
た
め

に
、
町
単
費
で
も
推
進
す
る

べ
き
。
安
全
安
心
に
関
す
る

こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
を
活
用
で
き
な
い
の
か
？

答 

（
町
長
）　

安
全
安
心
が

第
一
。
い
ず
れ
か
の
時
に
は
、

判
断
し
て
い
き
た
い
。

答 
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、

防
災
も
含
め
活
動
を
考
え
て

い
き
た
い
。

道
路
整
備

答 

詳
細
設
計
業
務
は
完
了

し
た
が
、
事
業
費
が
高
額
な

の
で
、
着
手
時
期
を
見
合
わ

せ
る
。
地
権
者
は
、
５
～
６

件
。
大
き
い
施
設
が
あ
る
。

問 

大
阪
岸
和
田
南
海
線
の

道
路
整
備
と
事
業
区
域
は
重

な
る
。
同
時
に
進
め
ら
れ
な

い
か
。

答 

熊
取
駅
西
交
通
広
場
整

備
事
業
も
あ
り
、
今
の
と
こ

ろ
、
財
政
的
に
難
し
い
。
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歳
入
確
保
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

防
災
関
連



問 

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
利
用

者
の
75
％
が
、
高
齢
者
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
福
祉
、

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
へ
の

視
点
が
欠
け
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
？

要
望 

町
民
の
税
金
で
運
行

し
て
い
る
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

添
っ
た
、
運
行
を
望
む
。

問 

図
書
館
の
民
間
導
入
・

指
定
管
理
者
導
入
は
考
え
て

い
る
の
か
？

問 
児
童
へ
の
虐
待
相
談
・

安
全
確
保
は
万
全
を
期
し
て

い
る
の
か
？

問 
国
際
交
流
の
委
託
料
不

用
額
を
新
し
い
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
作
成
に
、
新
た
に
予

算
を
確
保
せ
ず
、
安
易
に
流

用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
良

い
の
か
？　
　
　
　

要
望 

工
事
費
、
委
託
料
の

目
的
は
、
は
っ
き
り
し
て
い

る
、
不
用
額
は
、
確
実
に
他

に
使
わ
ず
、
残
す
よ
う
に
。

問 

町
立
保
育
所
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
は
ど
う
か
？

問 

学
校
の
各
教
室
に
空
調

設
備
の
整
備
が
終
了
し
、
効

果
が
現
れ
て
い
る
。
保
育
所

で
設
置
さ
れ
て
い
て
、
国
の

衛
生
基
準
に
も
明
記
さ
れ
て

い
る
調
理
室
と
配
膳
室
の
空

調
設
備
の
設
置
を
ど
う
考
え

る
か
？

問 

道
路
維
持
修
繕
の
数
字

が
前
年
よ
り
大
幅
に
減
。
行

革
の
影
響
か
？

答 

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
運
行

は
、
交
通
政
策
と
し
て
運
行

し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

視
点
は
考
え
て
い
な
い
。

答 

緊
急
的
に
、
処
理
さ
せ

て
貰
っ
た
、
今
後
は
運
用
に

気
を
つ
け
る
。

答 

（
町
長
）
子
ど
も
達
の

食
の
安
全
と
調
理
員
の
職
場

環
境
の
確
保
に
は
、
空
調
設

備
の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
行

く
。

答 

大
規
模
改
修
に
合
わ
せ

て
順
次
洋
式
化
し
て
い
る
。

答 

事
業
の
終
了
な
ど
の
要

因
が
あ
る
。
幾
分
か
は
行
革

に
よ
る
削
減
も
。

答 

学
校
・
教
育
委
員
会
・

子
育
て
支
援
課
・
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
・
警
察
等
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

き
め
細
か
い
相
談
体
制
に
努

め
て
い
る
。

答 
民
間
・
指
定
管
理
者
の

導
入
は
し
な
い
。
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委
託
料
に
つ
い
て

調
理
室
の
空
調

そ
の
他

ひ
ま
わ
り
バ
ス

【会派名】　創生：創生くまとり　維新：大阪維新の会熊取　共産：日本共産党熊取町会議員団　公明：熊取公明党　新政：新政クラブ

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示
（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

９月定例会審議案件
議員
名

田中
圭介 大林 浦川 坂上

昌史
田中
豊一 鱧谷 文野 重光 二見 渡辺 河合 江川 坂上

巳生男
矢野
議長

会派名 創生 創生 未来 未来 維新 共産 熊愛 熊愛 公明 公明 新政 共産 共産 新政

平成30年度熊取町一般会計 
歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ―

平成30年度熊取町国民健康 
保険事業特別会計歳入歳出 
決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ―

小学校の少人数学級の実現を
求める請願 × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ―
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討
論
（
要
旨
）

　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
な
ど
、ふ
る
さ
と
応
援
基

金
を
活
用
し
た
教
育
、交
通

安
全
対
策
な
ど
の
実
績
は
評

価
す
る
。

　

し
か
し
大
き
な
問
題
が
２

点
。
ひ
と
つ
は
財
政
状
況
が

大
き
く
変
わ
っ
た
の
に
第
３

次
行
革
を
見
直
さ
な
い
点
。

国
か
ら
の
経
常
財
源
が
大
き

く
落
ち
込
ん
だ
平
成
28
年
度

決
算
を
土
台
に
し
た
計
画
は

過
剰
な
計
画
だ
。
保
育
所
民

営
化
や
窓
口
民
間
委
託
な
ど

は
計
画
自
体
を
撤
回
す
べ
き
。

も
う
ひ
と
つ
は
職
員
削
減
。

退
職
者
の
半
数
し
か
補
充
し

な
い
と
い
う
方
針
を
続
け
る

と
５
年
で
20
数
名
の
削
減
に
。

日
常
業
務
に
も
支
障
を
き
た

し
、災
害
時
の
迅
速
な
対
応

が
不
可
能
と
な
る
。
こ
れ
以

上
の
削
減
は
問
題
だ
。

　

国
民
健
康
保
険
は
大
阪
府

統
一
国
保
の
最
初
の
年
。
激

変
緩
和
を
活
用
し
て
も
国
保

料
は
上
が
り
続
け
、住
民
に

は
耐
え
ら
れ
な
い
。
差
押
え

の
多
さ
も
問
題
。
国
・
府
へ

の
要
望
と
町
独
自
の
軽
減
策

を
求
め
る
。

　

く
ま
と
り
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
が
、魅
力
的
な
返
礼

品
の
企
画
に
注
力
し
て
、76

億
を
上
回
る
寄
附
金
が
集
め

ら
れ
た
と
い
う
点
で
は
、大

い
に
評
価
す
る
。

　

民
間
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
化
に
係
る
施
設
整
備
の

支
援
。
全
町
立
小
学
校
、普

通
教
室
及
び
特
別
教
室
の
空

調
整
備
の
実
施
。

　

町
道
小
谷
穴
釜
線
道
路
改

良
事
業
が
平
成
31
年
3
月
に

事
業
完
了
。
熊
取
町
道
路
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
き
老
朽
化
対
策
の
実
施
。

　

タ
ピ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

立
ち
上
げ
支
援
等
を
継
続
的

に
実
施
。
老
人
憩
の
家
の
耐

震
診
断
を
5
カ
所
実
施
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、第
3

次
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

　

今
年
度
の
一
般
会
計
で
は

６
年
ぶ
り
に
主
要
３
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
が
無
か
っ
た

こ
と
、
町
税
徴
収
率
が
97
．

８
％
と
な
り
14
年
連
続
で
向

上
し
て
い
る
こ
と
、経
常
収

支
比
率
も
94
．７
％
と
昨
年

度
よ
り
も
改
善
さ
れ
て
い
る

所
が
評
価
で
き
る
。
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
も
約
76
億
円

と
大
幅
増
と
な
り
、ふ
る
さ

と
応
援
基
金
に
約
34
億
円
積

み
立
て
ら
れ
た
点
も
評
価
で

き
る
。
し
か
し
、制
度
改
正

な
ど
で
次
年
度
以
降
も
多
額

の
財
源
が
必
要
に
な
る
の
は

明
ら
か
で
あ
り
、今
年
度
の

決
算
で
は
、あ
る
一
定
の
財

政
状
況
の
改
善
は
認
め
ら
れ

る
が
、第
３
次
行
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
の
更
な
る
見
直

し
を
は
じ
め
、Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入

に
よ
る
業
務
の
自
動
化
な
ど
、

未
来
に
向
け
た
行
財
政
改
革

を
打
ち
出
す
な
ど
、さ
ら
に

効
率
的
で
、持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
期
待
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
全
国
七
位

76
億
円
の
実
績
は
、独
自
財

源
確
保
に
大
き
く
寄
与
し
、

経
常
経
費
比
率
94
．７
％
は
、

府
下
平
均
に
改
善
、税
の
徴

収
率
も
向
上
し
、健
全
財
政

が
堅
持
で
き
た
。

　

し
か
し
、行
政
改
革
の
取

組
み
は
不
十
分
で
あ
り
、今

後
の
行
政
需
要
に
対
応
に
は

不
安
、更
な
る
改
革
へ
の
取

組
み
を
期
待
す
る
。

主
要
施
策
で
は
、次
の
７
点

に
評
価
し
ま
す
。

① 

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
指

定
管
理
の
導
入
。

② 

小
学
校
の
普
通
教
室
へ
の

空
調
設
備
の
整
備
。

③ 

町
道
小
谷
穴
釜
線
の
拡
幅

事
業
の
完
成
。

④ 
廃
棄
物
処
理
施
設
の
広
域

化
の
取
り
組
み
。

⑤ 

駅
西
整
備
着
業
の
事
業
化

ス
タ
ー
ト
。

⑥ 

都
市
計
画
道
路
岸
和
田
南

海
線
二
期
事
業
の
実
施
と

泉
州
山
手
線
の
事
業
化
。

⑦ 

下
水
道
人
口
普
及
率
81
．

１
％
の
実
績
。

　

一
般
会
計
、実
質
収
支
は

約
９
，６
１
４
万
４
千
円
の

黒
字
。
経
常
収
支
比
率
は
94
．

7
％
で
1
．1
％
改
善
。
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
約
76

億
円
と
全
国
7
位
の
成
果
を

評
価
。
町
税
の
徴
収
率
は
14

年
連
続
向
上
。
さ
ら
な
る
自

主
財
源
の
確
保
を
望
む
。
全

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
空

調
設
備
の
整
備
、被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、自
主

防
災
組
織
の
結
成
率
１
０
０

％
、産
後
ケ
ア
事
業
、新
生
児

聴
覚
検
査
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
全
校
配

置
、町
道
小
谷
穴
釜
線
道
路

改
良
工
事
の
完
了
等
評
価
。

　

今
後
は
、学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、学
校
体
育
館
・
給
食

調
理
室
へ
の
空
調
設
備
配
備
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、各
避

難
所
へ
の
電
動
式
簡
易
ト
イ

レ
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
式
発

電
機
・
液
体
ミ
ル
ク
の
早
期

導
入
、町
道
久
保
高
田
線
歩

道
拡
幅
事
業
の
早
期
実
施
、

久
保
区
変
則
6
交
差
の
交
差

点
整
備
、ひ
ま
わ
り
バ
ス
の

利
便
性
向
上
を
望
む
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
で
76

億
円
を
頂
き「
く
ま
と
り
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
」残
高
が

約
39
億
円
と
な
り「
防
災
基

金
」と
し
て
10
億
円
を
積
み

立
て
た
事
は
評
価
す
る
。
こ

の
寄
附
金
を
貯
金
と
し
て
維

持
せ
ず
重
要
な
財
源
と
し
て

有
効
活
用
し
、他
自
治
体
に

遅
れ
を
取
ら
な
い
政
策
決
定

の
財
源
と
し
て
活
用
す
べ
き
。

　

ム
ダ
を
無
く
し
効
率
的
に

事
務
事
業
を
運
営
し
、人
口

減
少
や
高
齢
化
に
対
応
で
き

る
町
政
組
織
を
構
築
す
べ
き
。

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
の
強
化

と
組
織
の
ス
リ
ム
化
が
不
可

欠
。
部
長
級
ポ
ス
ト
削
減
を

前
倒
し
実
施
す
る
べ
き
。

　
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」「
防
災

関
係
」な
ど
従
前
の
所
管
に

拘
わ
ら
ず
、縦
割
り
で
な
く

部
局
横
断
的
な
議
論
を
活
性

化
さ
せ
、住
民
ニ
ー
ズ
に
依

拠
し
た
仕
組
み
作
り
を
構
築

す
る
べ
き
。

　
「
意
見
・
要
望
」を
政
策
提

言
と
し
て
受
け
と
め
、他
市

町
に
先
ん
じ
た
住
民
ニ
ー
ズ

を
取
り
入
れ
た
ス
ピ
ー
ド
感

と
透
明
性
を
担
保
し
た
政
策

決
定
や
改
革
を
行
う
べ
き
。

新
年
度
予
算
に
期
待
す
る
。

反 対
共産党議員団

賛 成
新政クラブ

賛 成
創生くまとり

賛 成
大阪維新の会

熊取

賛 成
熊取公明党

賛 成
熊愛
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主な議案の説明

報告第1号 平成30年度熊取町財政健全化判断比率について
報告第2号 平成30年度熊取町水道事業会計資金不足比率について
報告第3号 平成30年度熊取町下水道事業会計資金不足比率について
報告第4号 第125回大阪府原子炉問題審議会の概要について
報告第5号  熊取町教育委員会活動の点検及び評価（平成30年度事業対

象）の結果報告について
報告第6号  損害賠償に関する専決処分報告について
議案第39号  令和元年度熊取町一般会計補正予算（第５号）の専決処分

報告について
議案第40号 公平委員会委員の選任同意について
議案第41号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意について
議案第42号  教育委員会委員の任命同意について
議案第43号  会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

➡ 説明
議案第44号  成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図

るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例

議案第45号  税条例の一部を改正する条例
議案第46号  印鑑登録条例の一部を改正する条例
議案第47号  太陽光発電事業と地域との共生に関する条例➡ 説明
議案第48号  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例➡ P8討論
議案第49号  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負

担に関する条例の一部を改正する条例➡ 説明
議案第50号  空家等の適正な管理に関する条例➡ 説明
議案第51号  水道事業給水条例の一部を改正する条例
議案第52号  工事請負契約の締結について（熊取町立西小学校トイレ

改修工事）
議案第53号  工事請負契約の締結について（熊取町立北小学校トイレ

改修工事）
議案第54号  工事請負契約の締結について（紺屋上橋橋梁架替工事）

➡ 説明
議案第55号  修繕契約の締結について（環境センター切断機更新に係

る修繕）

議案第56号  町立小学校給食用備品の購入について
議案第57号  町立小・中学校の校務用パソコン等の購入について
議案第58号  平成30年度熊取町水道事業会計未処分利益剰余金の処分

について
議案第59号  平成30年度熊取町下水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について
議案第60号  令和元年度熊取町一般会計補正予算（第６号）➡ 説明
議案第61号  令和元年度熊取町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）
議案第62号  令和元年度熊取町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）
議案第63号  令和元年度熊取町介護保険特別会計補正予算（第２号）
議案第64号  平成30年度熊取町一般会計歳入歳出決算認定について
議案第65号  平成30年度熊取町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定について
議案第66号  平成30年度熊取町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について
議案第67号  平成30年度熊取町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて
議案第68号  平成30年度熊取町墓地事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて
議案第69号  平成30年度熊取町水道事業会計決算認定について
議案第70号  平成30年度熊取町下水道事業会計決算認定について
議案第71号  工事請負変更契約の締結について➡ 説明
 　　　　　（平成30年災第106号　普通河川雨山川災害復旧工事）
議案第72号  工事請負契約の締結について（熊取町立南小学校トイレ

改修等工事）
請願第3号  小学校の少人数学級の実現を求める請願
委員会提出議案第1号 議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例
委員会提出議案第2号 議会改革検討特別委員会の設置について
議会選任第4号 特別委員会委員の選任について
議員提出議案第11号  高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求め

る意見書

議案第４３号　会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
　嘱託職員・臨時職員などの非常勤職員制度が整備され、会計年度任
用職員制度が創設される。
　働き方改革の一環として処遇改善される。（期末手当2.6か月分等）
　　　　令和２年４月１日施行

議案第４７号　太陽光発電事業と地域との共生に関する条例
　太陽光発電施設が生活環境、景観その他自然環境に及ぼす影響を
考え、太陽光発電施設の設置及び管理について、基本的かつ必要な事
項を定め、発電事業と地域との共生を図り、地域住民等の生活と環境
の保全に寄与する。
議会が条例制定を促し、理事者から提案があったもの。
　　　　令和元年１０月１日施行

議案第４８号・４９号　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部（利用者負担）を改正する条例
幼児教育・保育の無償化

【公立・民間保育所・民間こども園】
◦３～５歳児の全児童保育料無償。こども園は満３歳児から無償
◦０～２歳児は住民非課税世帯のみが無償

【幼稚園】
◦満３歳～５歳児の全児童保育料が月額２５，７００円まで無償。

【認可外保育施設等】
◦３～５歳児の全児童
　保育料が月額３７，０００円まで無償
◦０～２歳児の住民税非課税世帯
　保育料が月額４２，０００円まで無償
　　　　令和元年１０月１日施行

議案第５０号　空家等の適正な管理に関する条例
　適正な管理がなされていない空家等が少子高齢化の影響により増
加傾向にあり、防災・衛生・景観等の地域における町民の生活環境に
深刻な影響を及ぼすことが懸念されるため、空家等対策の推進に関
する特措法の施行に関し必要となる事項を条例で定め、町民の生命・
身体・財産の保護並びに良好な生活環境の保全を図る。
　　　　令和元年１０月１日施行

議案第５４号　工事請負契約の締結について
　紺屋上橋橋梁架替工事及び紺屋上橋水管橋移設工事について制限
付一般競争入札により契約を締結
◦契約先　（株）橋本建設
◦契約金　１億４２０万７，４００円
◦工　期　令和２年３月３１日

議案第６０号　令和元年度熊取町一般会計補正予算（第６号）
幼児教育・保育無償化等に伴う措置
２億６５５万３千円を追加し、１４６億９，６９７万７千円とする。

議案第７１号　工事請負変更契約の締結について
　普通河川雨山川災害復旧工事の契約金の変更と工期の変更　新た
に９本杭橋脚を設置するため、契約金１億３，５４２万９，８４０円に
８３２万４，８００円を増額し、１億４，３７５万４，６４０円に変更
工期も令和２年３月２日から３月１９日に変更

令和元年９月定例会提出議案　町長提案３４件・議会提出議案４件・請願１件
（報告６件、補正予算４件、決算７件、条例１０件、その他１８件）



高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書
　高齢運転者の安全運転支援と地域における移動手段の確保を進め
るため、下記事項について早急に取り組むことを強く求める。
１． 安全サポート車やペダル踏み間違い時加速抑制装置の普及と購

入支援策の検討
２． 安全サポート車に限定した免許の創設、条件付き運転免許の導

入。
３． コミュニティバスやデマンド型乗り合いタクシーの導入など、

地域公共交通ネットワークの充実を図ること。地方自治体が行
う、免許自主返納時におけるタクシーや公共交通機関の割引制
度を支援すること。

提出先　内閣総理大臣、国土交通大臣、経済産業大臣、総務大臣、
　　　　国家公安委員長

「特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例」
　10 月から行われる保育無償化は、０～２歳児の
課税世帯は保育料が必要である。また、給食の副食
費は無償化の対象外として別途徴収される。条例は、
副食費の免除制度が設けられた。泉佐野市・田尻町
は全員を無償化。町は年収３６０万円以上の世帯は
支払いが必要である。「見極めの時期がほしい」と
の町長の発言があったので指摘した点を将来是正す
ることと受け止め賛成とする。

意 見 書 を 採 択 議案第４８号　  賛成討論　  日本共産党

請 願
請願の要旨 請願者 紹介議員氏名

国民的に少人数学級の要望が高まり、それに応えて多くの都道府県が35人以下学級を先行して
実施。2012（H24)年には、国の財政措置の実施があり、全ての都道府県で小学1年・2年の35人
以下学級が実現。さらに、今日では大多数の都道府県と市町村が独自に小3～6と中学にも35
人以下学級が普及。そして、小1について多くの市町村が独自に30人学級を実施し、普及しつつ
ある。
(1) 町は35人以下学級を、小3～6年まで拡充すること。
(2) 子どもにとって、小1は保育園や幼稚園とは異なる世界への入り口であり「小1プロブレム」
と云われる特別な困難と課題があるため、小1は30人以下学級を実施すること。
(3) 町は少人数学級を独自に推進すると共に、国と府に財政措置の拡充を強く求めること。

熊取町大久保南
5-1-23

くまとり社会保
障推進協議会
　会　長
　　伊藤　守
　事務局長
　　大浦　正義

文野　慎治
江川　慶子

反対 　熊取公明党
　本請願趣旨の町独自で教職員を採
用することは、単年度雇用の講師待
遇となり人材確保が困難と考える。
まずは、国の法律改正が一番で、教職
員の定数の拡充が少人数学級を推進
すると考える。
　また、現在支援学級に在籍する児
童はクラスの人数に含まれていない。
ダブルカウントによりクラス編成を
することが実態に応じた対応と考え
る。国の法律改正を求める要望活動
を、町議会として行うことが議会と
しての責任ある活動と捉え、本請願
に賛同できない。

反対 　新政クラブ
　　熊取町で３５名以下学級を、小学3年
から6年まで拡充すると、町単費で6人の
教員を確保することとなり、約3,000万円
の予算が必要。更に小学１年も30人以下
学級にすると、2人の教員分約1,000万円
の増額となる。これ以外にも空き教室の
確保・空調整備などの費用などを考える
と非常に厳しいのが、現実である。質の
高い教育を実現するための、少人数学級
については、町議会としても国・府に財政
措置や基準の見直し等意見要望を行うべ
きだが、少人数学級の拡充の実現は、あく
までも国や大阪府が真摯に取り組むべき
課題であると考えるので、この請願には、
賛成できない。

賛成 　日本共産党
　多くの都道府県が35人以下学級を国に先行して実施。また市町村が独
自に拡充している。
① 学習環境を整え給食の配膳時間など短縮できる。
② 先生の過重な負担を和らげ、子どもに寄り添う条件とやりがいが持て

る。
③ 子育て支援と教育充実の町として、「住みよい町」「住みたい町」づくり。
　財源は「ふるさと納税」の基金38億円を子育て支援と教育充実にその一
部を使い子育て支援と教育充実に大いに活用し、寄附金をいただいた方
の期待に応えるべきだ。
　泉佐野市など６年生まで実現している。全学年が難しいなら町独自で
小学３年時のクラス減を対象にしたり支援学級児童のダブルカウントの
問題など検討して少人数学級を実現させたい。

賛成 　熊愛
　2012年に国の財政措置の実施があり、多くの都道府県で小
学１・２年生で35人以下学級が促進されてきた。大阪府では、
泉佐野市を含む13の自治体がすべての学年で35人以下学級で
ある。
　小学校の少人数学級の実現を求める請願が、「住むなら熊
取」を推し進める重要な政策であることは明白である。熊取
町で直接の教育関係者が、「大阪でいい先生は確保できないの
で、実施は無理」と発言はとても理解できないものである。そ
の説明に黙認する熊取町議会議員の態度はいかがなものかと
思われる。
　本請願を可決することにより、熊取町が教育・子育てを大事
にするまちであることを、南大阪で宣伝しなければならない。

反対 　創生くまとり・大阪維新の会熊取
　核家族化が進み、女性進出が進む社会に於いて、共働
きが多くなり、子どもへの家族の関りが少なくなる中
で、教員の関りへの負担が増え、期待されている。社会
の変化に国の政策が追い付いていない。市町村が独自
に教員を加配して、その経費を負担する請願の趣旨に
は、以下により賛成出来ない。　
① 加配による町単費の負担が年4,500万円となり、毎年

度の負担となる。
② 府下の実施市の人口。財政規模が本町より大きく余

裕のある市である。
③ 配置教員は、定数内でないため、正職ではなく臨時講

師となり、採用と質に難がある。
④ 本来、国の学級編成と定数の法律改正。任命権者で

ある大阪府が対応すべき事項である事から、要望、陳
情を行いたい。
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小学校の少人数学級の実現を求める請願



べ
き
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

の
公
共
交
通
網
に
つ
い
て
考

え
は
ど
う
か
。

答 

現
在
は
、路
線
バ
ス
と

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
役
割
分
担

は
一
定
出
来
て
お
り
、ひ
ま

わ
り
バ
ス
の
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
も
８
割
の
方
が

普
通
以
上
の
回
答
と
な
っ
て

い
る
。
路
線
バ
ス
事
業
者
と

は
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

要
望 

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
で
は
な
く
、熊

取
町
民
の
交
通
利
便
性
の
向

上
を
考
え
て
ほ
し
い
。

現
在
、2
箇
所
の
二
級
河
川

と
の
交
差
部
に
お
い
て
、橋

梁
予
備
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
下
半
期
に
橋
梁
詳
細

設
計
を
実
施
す
る
。　

問 

補
償
算
定
業
務
・
用
地

買
収
・
整
備
工
事
の
着
手
に

つ
い
て
は
？

答 

補
償
算
定
業
務
は
、境

界
確
定
が
完
了
し
た
事
業
用

地
を
対
象
に
平
成
30
年
度
か

ら
着
手
し
、用
地
買
収
も
買

収
価
格
や
補
償
費
の
算
定
が

完
了
し
た
用
地
を
今
年
度
か

ら
着
手
し
て
お
り
、整
備
工

事
は
、一
定
の
整
備
区
間
が

確
保
で
き
れ
ば
、着
手
し
て

い
く
。

問 

（
仮
称
）駅
前
延
伸
線
道

路
改
良
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
？

答 

平
成
30
年
度
に
詳
細
設

計
を
実
施
し
た
が
、事
業
着

手
を
先
送
り
す
る
。

地
域
公
共
交
通
会
議
の
設
置

問 

地
域
住
民
、利
用
者
、熊

取
町
、交
通
事
業
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る「
地
域
公
共
交

通
会
議
」を
設
置
し
広
く
意

見
を
求
め
て
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
て
は
ど
う
か
。

答 

現
在
は
ひ
ま
わ
り
バ
ス

の
利
用
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
る
。
地
域
公
共
交
通
会

議
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

問 

人
口
減
少
が
進
む
社
会

で
お
互
い
に
乗
客
を
取
り
合

う
様
な
路
線
を
維
持
し
て
い

く
の
で
は
な
く
、民
間
で
維

持
可
能
な
路
線
は
任
せ
、民

間
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分

を
ひ
ま
わ
り
バ
ス
が
巡
回
し
、

「
お
出
か
け
支
援
パ
ス
」な
ど

を
発
行
し
て
、料
金
格
差
を

解
消
す
る
な
ど
の
施
策
を
打

ち
出
し
、民
も
官
も
、持
続
可

能
な
公
共
交
通
網
を
構
築
す

パ
ー
ホ
テ
ル
建
設
に
向
け
て

の
進
捗
状
況
は
？　

答 

平
成
28
年
10
月
に
宿
泊

施
設
誘
致
条
例
を
制
定
し
、

ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
と
の
間
で

平
成
30
年
4
月
か
ら
の
30
年

間
を
存
続
期
間
と
す
る
事
業

用
定
期
借
地
権
設
定
契
約
を

締
結
し
、令
和
元
年
8
月
30

日
に
着
工
さ
れ
令
和
3
年
2

月
に
開
業
予
定
。

 

問 

大
阪
岸
和
田
南
海
線
・

第
2
期
事
業
区
間
の
道
路
詳

細
設
計
に
つ
い
て
は
？

答 

平
成
29
年
～
30
年
度
に

か
け
て
実
施
し
て
い
る
が
、

問 

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
現
在

の
運
行
状
況
に
つ
い
て
。

答 

現
行
は
４
コ
ー
ス
、１

日
８
便
運
行
し
て
い
る
。

問 

乗
り
継
ぎ
拠
点
の
役
場

待
合
所
を
空
調
付
き
の
待
合

所
に
改
修
で
き
な
い
か
。

答 

改
修
に
は
費
用
、維
持

費
も
必
要
と
な
る
の
で
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。

問 

紺
屋
１
丁
目
バ
ス
停
に

複
数
ル
ー
ト
か
ら
乗
り
入
れ

で
き
な
い
か
。

答 

今
は
考
え
て
い
な
い
。

交
通
空
白
地
に
つ
い
て

問 

道
幅
や
坂
道
の
傾
斜
度

の
都
合
で
、ひ
ま
わ
り
バ
ス

で
は
侵
入
で
き
な
い
道
が
多

く
存
在
。
小
型
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
導
入
し
て
み
て
は
。

答 

現
在
の
運
行
ル
ー
ト
で

交
通
空
白
地
が
出
な
い
よ
う

に
出
来
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
進

捗
状
況
は
？

答 

平
成
28
年
3
月
に
駅
西

整
備
に
係
る
都
市
計
画
決
定

を
行
い
、平
成
30
年
8
月
に

交
通
広
場
の
事
業
認
可
を
取

得
し
、現
時
点
で
の
進
捗
と

し
て
、詳
細
設
計
業
務
及
び

用
地
測
量
業
務
を
継
続
し
て

進
め
る
と
と
も
に
、関
係
地

権
者
と
の
交
渉
を
重
ね
、概

ね
整
備
内
容
が
整
っ
て
き
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問 

用
地
買
収
・
整
備
工
事

の
着
工
及
び
事
業
完
了
予
定

年
月
は
？

答 

平
成
30
年
度
よ
り
、関

係
地
権
者
と
の
交
渉
に
着
手

し
て
お
り
、今
年
度
か
ら
令

和
2
年
度
に
か
け
て
用
地
買

収
を
行
い
、整
備
工
事
を
進

め
、令
和
2
年
度
末
に
整
備

工
事
完
成
を
目
指
し
鋭
意
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

宿
泊
施
設
誘
致
の
ス
ー

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交
通
網
に
つ
い
て

熊
取
駅
西
整
備
事
業
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
整
備
促
進
事
業
に
つ
い
て

創
生
く
ま
と
り　
　

大
林　

隆
昭

新
政
ク
ラ
ブ　
　

河
合　

弘
樹

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
代
表
質
問

３
月（
予
算
）・９
月（
決
算
）定
例
会
に
お
い
て
会
派
を
代
表
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
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熊
取
駅
西
整
備
事
業
に
つ
い
て

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い
て

交
通
空
白
地
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
会
議
の
設
置

都
市
計
画
道
路
整
備
促
進

事
業
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
網
の
構
築
に
つ
い
て



２
０
１
８
年
の
教
職
員
１
人

当
た
り
の
超
過
勤
務
時
間
の

平
均
は
、小
学
校
が
43
時
間

中
、中
校
が
学
校
が
約
73
時

間
だ
っ
た
。

問 

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動

補
助
員
の
現
状
は
？

答 

平
成
30
年
度
実
績
で
、

北
中
学
校
が
５
名
、南
中
学

校
が
３
名
、熊
取
中
学
校
が

２
名
だ
っ
た
。

要
望 

中
学
校
教
員
の
在
校

時
間
は
給
与
と
連
動
し
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、よ

り
多
く
の
ク
ラ
ブ
活
動
補
助

員
の
活
用
を
含
め
て
、教
職

員
の
負
担
軽
減
も
促
進
す
る

こ
と
。

要
望 

国
は
令
和
４
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
、単
年
度
で

１
８
０
５
億
円
の
財
政
措
置

を
発
表
し
て
い
る
。
熊
取
町

は
早
急
に
国
へ
の
要
請
を
行

う
こ
と
。

問 

学
校
に
お
け
る
教
員
の

働
き
方
改
革
と
し
て
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
？

答 

２
０
１
８
年
度
に
タ
イ

ム
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
し
た
。

問 

小
・
中
学
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
整
備
状
況
は
？

答 

小
学
校
が
各
20
台
、中

学
校
が
各
校
40
台
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
か
ら
の
５
カ
年

計
画
を
目
処
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整

備
を
行
い
、令
和
２
年
度
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
小
中
学
校

で
１
校
40
台
に
整
備
し
、校

務
用
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は

令
和
元
年
に
教
職
員
の
１
人

１
台
の
配
備
を
完
了
す
る
。

問 

各
小
・
中
学
校
に
お
け

る
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
人
材

確
保
状
況
は
？ 

答 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
機
器
更

新
及
び
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
ー

化
に
伴
い
令
和
２
年
度
に
一

定
時
間
数
配
置
予
定
で
、継

続
配
置
は
検
討
中
。

問 

国
の
補
助
金
を
活
用
す

る
準
備
は
で
き
て
い
る
か
？

答 

現
状
で
は
特
段
の
補
助

金
制
度
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

予
想
以
上
に
減
少
し
て
い
く
若
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
対
応

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
副
食
費
の
取
り
組
み
方
針

小
中
学
校
の
学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
を

学
校
に
お
け
る
教
育
働
き
方
改
革
の
推
進
を

未
来　
　

浦
川　

佳
浩

熊
愛　
　

重
光　

俊
則

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
時
代
に
突
入
し

て
お
り
、一
定
の
理
解
は
出

来
る
が
、現
行
の
緊
縮
財
政
・

町
政
運
営
を
こ
の
ま
ま
続
け

る
と
、泉
佐
野
市
や
田
尻
町

な
ど
に
都
市
間
競
争
で
も
負

け
、予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
若
者
・
子
育
て
世
代
が

他
市
へ
転
出
し
て
し
ま
う
事

に
も
繋
が
る
。
町
の
活
力
維

持
、更
に
は
税
収
確
保
の
為

に
も
、若
者
・
子
育
て
世
代
に

対
し
て
の
大
胆
な
転
入
促
進

及
び
定
住
促
進
施
策
の
実
施

を
期
待
す
る
。

ら
の
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
副
食
費
の
扱
い
に
つ

い
て
、な
ぜ
藤
原
町
長
は
有

償
に
し
た
の
か
？
現
在
の
と

こ
ろ
、泉
佐
野
市
や
田
尻
町

は
無
償
で
対
応
す
る
と
聞
い

て
い
る
。

答 

副
食
費
を
熊
取
町
が
負

担
し
た
場
合
、年
間
４
，７
０

０
万
円
の
財
政
負
担
と
な
る

事
や
、保
育
所
に
預
け
ず
、家

庭
内
で
子
育
て
し
た
場
合
と

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、保

護
者
に
負
担
頂
く
事
と
し
た
。

町
長 

限
ら
れ
た
財
源
を
必

要
な
所
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配

分
し
た
い
。
そ
の
為
に
は
、

住
民
に
少
し
ず
つ
財
政
負
担

を
お
願
い
し
た
い
。

要
望 

国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
２
０
３
０

年
予
測
に
よ
る
と
、若
者
・
子

育
て
世
代
は
更
に
減
少
し
て

い
く
事
が
予
測
さ
れ
、そ
れ

に
伴
い
、本
町
の
人
口
全
体

で
も
４
万
人
を
割
り
込
む
事

問 

２
０
１
０
年
か
ら
の
若

者
・
子
育
て
世
代
の
人
数
及

び
そ
の
子
ど
も
の
人
数
推
移

は
？

答 

左
図
参
照

問 

熊
取
町
は
、ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
に
よ
り
多
額
の
財

源
を
得
た
が
、本
年
10
月
か

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
代
表
質
問

教
員
の
働
き
方
改
革

くまとり議会だより　令和元年11月発行  No.47 10

若
者
・
子
育
て
世
代
の
減

少
数
の
推
移

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
う
副
食
費
（
給
食
費
）の

本
町
の
取
り
組
み
方

学
校
教
育
の
情
報
化
推
進



高
齢
者
の
外
出
支
援
策　

問 

運
転
免
許
返
納
者
へ
の

５
年
間
の
ひ
ま
わ
り
バ
ス
無

料
定
期
券
は
喜
ば
れ
て
い
る

が
、免
許
の
な
い
方
に
は
不

公
平
感
も
大
き
い
。
外
出
支

援
策
と
し
て
割
引
定
期
券
の

制
度
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
料
金

が
適
正
、安
い
が
８
割
。
有

料
定
期
券
の
導
入
が
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
か
、利
用

者
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

問 

タ
ク
シ
ー
を
利
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
高
齢
者
も
多
い
。

高
齢
者
向
け
タ
ク
シ
ー
利
用

補
助
制
度
を
提
案
し
た
い
。

答 

社
会
福
祉
法
人
の
有
償

運
送
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
住
民

に
よ
る
買
い
物
、通
院
な
ど

の
移
動
支
援
活
動
も
行
わ
れ

て
い
る
。
有
効
な
支
援
方
法

を
、地
域
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

付
す
る
等
の
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

要
望 

行
動
科
学
の
知
見
を

生
か
し
た
手
法（
ナ
ッ
ジ
効

果
）に
よ
る
受
診
勧
奨
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

問 

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
状
況
と
推
進

計
画
策
定
に
つ
い
て
は
？

答 

本
年
11
月
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ「
み
ん

な
で
減
ら
そ
う
！
プ
ラ
ご
み

＆
食
品
ロ
ス
」で
開
催
予
定
。

計
画
策
定
は
近
隣
市
町
の
動

向
を
注
視
し
、来
年
度
に
向

け
た
施
策
展
開
を
検
討
。

で
就
職
相
談
会
の
実
施
な
ど

保
育
士
確
保
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
私
立
幼
稚
園
の

認
定
こ
ど
も
園
化
を
支
援
し
、

受
け
皿
の
拡
大
に
も
努
め
た
。

 

問 

副
食
費
は
徴
収
し
な
い

自
治
体
も
あ
る
中
で
熊
取
町

は
実
費
徴
収
、何
故
か
。

答 

副
食
費
は
こ
れ
ま
で
保

育
料
の
一
部
と
し
て
月
４
５

０
０
円
ご
負
担
い
た
だ
い
て

き
た
。
第
３
子
以
降
と
年
収

３
６
０
万
未
満
の
世
帯
は
副

食
費
免
除
。
副
食
費
無
償
化

に
は
年
間
４
７
０
０
万
円
の

経
費
が
必
要
と
な
る
。
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

し
て
、電
動
式
ト
イ
レ
、発
電

機
、投
光
器
、液
体
ミ
ル
ク
の

備
蓄
に
取
り
組
む
。

問 
受
診
状
況
は
？

答 
30
年
度
肺
が
ん
検
診
は

14
．5
％
。
胃
が
ん
検
診
は

5
．7
％
。
大
腸
が
ん
は
13
．

5
％
。
乳
が
ん
は
20
．1
％
。

子
宮
が
ん
は
24
．0
％
。

問 

胃
内
視
鏡
検
査
が
開
始

さ
れ
た
が
、受
診
状
況
は
ど

う
か
？

答 

胃
が
ん
検
診
受
診
者
は

８
０
２
名
で
、そ
の
う
ち
胃

内
視
鏡
検
査
は
１
５
５
名
。

問 

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の

導
入
に
つ
い
て
は
？

答 

胃
が
ん
で
の
死
亡
率
減

少
に
つ
な
が
る
か
の
検
証
が

不
十
分
。
国
の
見
解
を
注
視

し
て
い
く
。

問 

大
腸
が
ん
検
診
の
取
り

組
み
状
況
は
？

答 

5
歳
刻
み
の
年
齢
到
達

時
に
受
診
勧
奨
ハ
ガ
キ
を
送

問 

第
３
次
行
革
策
定
時
に

比
べ
、地
方
交
付
税
や
基
金

の
増
加
な
ど
条
件
が
変
化
し

て
い
る
。
見
直
し
が
必
要
だ
。

答 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
の

効
果
額
を
除
け
ば
行
革
の
成

果
は
目
標
に
達
し
て
い
な
い
。

保
育
無
償
化
や
非
正
規
職
員

の
制
度
改
革
に
よ
る
財
政
負

担
も
あ
る
。
手
綱
を
ゆ
る
め

る
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の

活
用
は
ど
う
か
。

答 

10
億
円
は
防
災
基
金
に

積
ん
だ
。
残
り
28
億
円
は
寄

付
者
の
意
向
を
ふ
ま
え
、子

育
て
・
教
育
の
分
野
で
の
施

設
改
修
な
ど
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

幼
児
教
育
無
償
化
の
対
応

問 

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
で
、保
育
所
な
ど
を
利

用
す
る
児
童
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
対
策
は
ど
う
か
。

答 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
協
力

問 

自
主
防
災
組
織
と
連
絡

協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
。

答 

自
主
防
災
組
織
は
、39

の
自
治
会
全
て
に
組
織
さ
れ
、

防
災
委
員
等
を
選
任
し
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

防
災
士
の
資
格
を
取
得
。
連

絡
協
議
会
は
、防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
来
年
１
月
完

成
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

避
難
訓
練
は
？

答 

各
自
主
防
災
組
織
に
お

い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

寝
屋
川
市
で
は
、防
災

グ
ッ
ズ
の
購
入
費
用
の
半
額

補
助
、災
害
時
支
援
バ
ン
ダ

ナ
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い

る
。
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
？

答 

個
人
へ
の
補
助
金
施
策

は
極
め
て
困
難
。
バ
ン
ダ
ナ

に
つ
い
て
は
、配
布
す
る
考

え
は
な
い
が
、計
画
的
に
備

品
の
整
備
に
取
り
組
む
。
本

年
度
防
災
資
機
材
の
充
実
と

自
助
・
近
所
・
共
助
の
自
主
防
災
体
制
を
！

胃
が
ん
検
診
の
き
っ
か
け
づ
く
り　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
導
入
を
！

食
品
ロ
ス
削
減
！　

月
曜
日
は
「
食
べ
マ
ン
デ
ー
」
！

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
大
幅
増
な
ど
、
諸
条
件
が
変
化
し
て
い
る
。

第
３
次
行
革
プ
ラ
ン
は
、
計
画
そ
の
も
の
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

熊
取
公
明
党　
　

渡
辺　

豊
子

日
本
共
産
党
熊
取
町
会
議
員
団　
　

坂
上
巳
生
男

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

会
派
代
表
質
問

幼
児
教
育
無
償
化
の
対
応

高
齢
者
の
外
出
支
援
策
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第
３
次
行
革
の
見
直
し

防
災
対
策
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

が
ん
検
診
推
進
に
つ
い
て



問 

改
善
の
方
向
性
は
？

答 

利
用
者
の
日
常
生
活
に

関
係
す
る
利
便
性
向
上
に
取

り
組
む
。

問 

高
齢
者
な
ど
福
祉
対
策

の
一
環
と
し
て
捉
え
た
抜
本

的
な
改
革
の
見
解
は
？

答 

事
業
対
象
が
す
べ
て
の

住
民
で
あ
り
、高
齢
者
に
限

っ
て
実
施
し
て
い
な
い
。
町

全
体
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
が

必
要
。

要
望 
交
通
弱
者
・
免
許
証

返
納
・
買
物
難
民
・
引
き
籠
り

防
止
等
、増
加
す
る
高
齢
者

が
社
会
と
の
繋
が
り
を
確
保

す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
喫

緊
の
課
題
。
福
祉
部
局
や
部

局
間
を
超
え
て
の
議
論
を
求

め
る
。
諸
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」は

大
き
な
財
産
。
有
意
義
な
活

用
を
求
め
る
。

要
望 

過
去
3
回
質
問
・
要

望
し
て
い
る
。
今
や
Ａ
４
版

の
時
代
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
は

保
管
が
し
に
く
く
記
事
を
探

す
の
が
困
難
。
Ａ
４
版
は
保

存
し
易
く
直
ぐ
必
要
な
記
事

が
探
せ
る
。
そ
も
そ
も
熊
取

町
の
予
算
が
他
市
町
の
半
分
。

広
報
活
動
の
重
要
性
か
ら
予

算
枠
の
増
大
が
必
要
。
住
民

自
ら
が
住
む
自
治
体
を
選
択

す
る
時
代
。
町
の
イ
メ
ー
ジ

そ
の
も
の
が「
ブ
ラ
ン
ド
」。

泉
佐
野
市
や
島
本
町
の
広
報

紙
は
抜
き
ん
出
て
い
る
。
早

急
な
検
討
を
求
め
る
。

問 

広
報
紙
は
、町
行
政
と

住
民
を
繋
ぐ
重
要
な
ツ
ー
ル
。

現
状
認
識
は
？

答 

住
民
の
皆
様
に
手
に
取

っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
、よ

り
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
る
。

問 

Ａ
４
版
に
変
更
す
る
た

め
の
障
害
は
？

答 

①
ペ
ー
ジ
数
の
増
加
。

そ
れ
に
伴
っ
て
印
刷
費
用
が

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
２
倍
以
上

と
想
定
。
②
配
布
時
の
ボ
リ

ュ
ウ
ム
の
増
加
。
以
上
が
課

題
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

「
広
報
く
ま
と
り
」Ａ
４
版
化
・
予
算
枠
拡
大
を
！

「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」の
役
割
、福
祉
対
策
と
し
て
捉
え
る
べ
き
！

文
野　

慎
治

子
ど
も
の
通
学
路
の
改
善
を
！

工
場
の
騒
音
を
な
ん
と
か
し
て
！

全
世
帯
に
広
報
を
届
け
て
！

江
川　

慶
子

答 

各
区
長
、自
治
会
長
に

委
嘱
し
て
い
る
町
政
連
絡
事

務
嘱
託
員
の
職
務
の
ひ
と
つ

と
し
て
、広
報
紙
や
回
覧
等

の
配
布
を
依
頼
し
て
い
る
。

図
書
館
・
煉
瓦
館
な
ど
の
公

共
施
設
、一
部
の
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
、郵
便
局
へ
も

配
置
。
４
月
か
ら
無
料
ア
プ

リ「
マ
チ
イ
ロ
」か
ら「
マ
イ

広
報
紙
」へ
の
掲
載
を
開
始
。

ス
マ
ホ
で
気
軽
に
読
め
る
。

相
談
が
あ
れ
ば
個
別
に
も
対

応
す
る
。

談
者
と
共
に
現
場
確
認
を
す

る
。
次
に
事
業
者
に
対
し
て

苦
情
等
が
あ
っ
た
旨
を
通
告

し
、工
場
等
の
立
ち
入
り
調

査
を
行
う
な
ど
、騒
音
等
の

原
因
と
考
え
ら
れ
る
作
業
等

の
確
認
を
す
る
。

　

騒
音
測
定
は
町
営
で
、臭

気
測
定
は
業
者
委
託
で
行
う
。

測
定
結
果
は
双
方
に
伝
え
法

令
等
に
基
づ
く
規
制
基
準
に

適
合
す
る
か
し
な
い
か
を
調

べ
、周
辺
の
生
活
環
境
が
そ

こ
な
わ
れ
な
い
よ
う
事
業
者

に
対
し
改
善
す
る
よ
う
勧
告

や
命
令
を
行
う
。
適
合
し
て

い
な
く
て
も
共
生
す
る
た
め

の
方
法
を
模
索
し
て
い
く
。

　

ま
た
公
害
紛
争
処
理
の
専

門
機
関
で
あ
る「
大
阪
府
公

害
審
査
会
」へ
の
申
請
等
の

案
内
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問 

自
治
会
未
加
入
家
庭
へ

の
配
布
は
？

問 

小
垣
内
区
の
旧
１
７
０

号
線
の
通
学
路
に
つ
い
て
改

善
を
求
め
る
が
状
況
は
？

答 

北
小
学
校
の
通
学
路
設

定
の
動
向
に
応
じ
て
府
と
調

整
し
検
討
し
て
い
る
。
薄
い

路
面
標
示
は
府
に
早
期
改
善

を
要
望
す
る
。
下
中
商
店
か

ら
義
本
回
正
堂
ま
で
の
路
側

帯
の
カ
ラ
ー
化
は
今
年
度
中

に
行
う
。

　

旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
付
近
の
横
断
歩

道
の
設
置
は
、警
察
の
管
轄

で
あ
る
。
交
通
量
や
歩
行
者

の
状
況
、地
元
の
意
向
が
強

い
の
で
あ
れ
ば
設
置
を
要
望

し
て
い
く
。

問 
工
場
と
住
宅
が
隣
接
し

て
い
る
地
域
の
騒
音
や
臭
気

な
ど
へ
の
対
応
と
改
善
を
求

め
る
が
い
か
が
か
？

答 

相
談
、苦
情
が
あ
っ
た

場
合
、聴
き
取
り
の
う
え
相

一
般
質
問

定
例
会
に
お
い
て
、
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。

「自治体広報のあり方研究会」報告書
■自治体広報の課題
　〇 行政の発信する情報が住民の求める情報

となっていない
　　 （お知らせ広報・アリバイ広報・やりっぱ

なし広報）
　〇職員の広報公聴意識が欠けている
　　 住民の関心を得られていない、住民ニー

ズの把握・共有できない⇒

■課題解決への取組み
　〇 住民と共につくる広報　　「住民に理解

される」という目的を徹底する
　〇行政の意識改革
　　 全職員が広報公聴の役割を理解する、積

極的に住民ニーズを把握する、収集した
情報の共有を行う、戦略的な広報を行う

■Ａ４版
　 泉大津市・和泉市・泉佐野市・泉南市・
　阪南市・田尻町・岬町・忠岡町
■タブロイド版
　貝塚市・岸和田市・熊取町

■広報紙1部当たりの単価比較
　 熊取町　約14円～16円　　島本町　約35円
　泉佐野市　約31円～39円
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通
学
路
の
改
善
に
つ
い
て

ひ
ま
わ
り
バ
ス
役
割
の
改
革

「
広
報
く
ま
と
り
」に
つ
い
て

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
住
環
境
に

全
世
帯
に
「
広
報
く
ま
と

り
」の
配
布
を



交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
む
。

問 

熊
取
町
へ
の
影
響
は

答 

国
に
よ
る
統
一
的
な
、

非
常
勤
職
員
の
制
度
改
革
で
、

期
末
手
当
の
支
給
や
給
与
面

の
処
遇
の
改
善
に
よ
り
、
人

件
費
の
増
大
の
影
響
が
あ
る
。

問 

大
阪
府
の
最
低
賃
金
の

改
定
に
伴
い
、
単
価
の
低
い

職
種
に
つ
い
て
の
改
定
を
。

答 
近
隣
自
治
体
と
比
較
し

て
、
見
直
し
検
討
を
行
う
。

大
体
大
で
７
３
０
台
、
浪
商

高
校
で
６
３
０
台
、
合
計
１

３
６
０
で
す
。

問 

交
通
マ
ナ
ー
の
取
り
組

み
は
？

答 
大
体
大
で
は
、
警
察
と

の
連
携
で
、
交
通
ル
ー
ル
講

習
会
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
、
春
・
秋
に
計

5
回
、
大
学
単
独
で
は
、
ク

ラ
ブ
代
表
者
会
議
で
の
交
通

安
全
講
習
の
実
施
、
交
通
違

反
等
で
通
報
の
あ
っ
た
場
合

の
本
人
に
指
導
、
処
分
も
実

施
し
、
対
処
し
て
い
る
。

高
校
で
は
、
登
下
校
時
に
、

主
要
交
差
点
に
教
員
が
立
ち

指
導
し
て
い
る
。

問 

下
校
時
の
自
転
車
に
よ

る
無
灯
火
運
転
、
信
号
無
視

対
策
は
？

答 

道
路
交
通
法
違
反
と
な

る
の
で
、
取
り
締
ま
り
の
対

象
と
な
る
、
取
り
締
ま
り
だ

け
で
な
く
、学
生
・
生
徒
に
指

導
の
徹
底
を
は
か
り
、
警
察

と
の
連
携
で
、
登
下
校
時
の

問 

学
校
図
書
館
の
現
状
は

答 

現
在
、
中
央
小
９
５
４

９
冊
、
西
小
８
７
９
９
冊
、

南
小
７
３
１
４
冊
、
北
小
８

９
４
０
冊
、
東
小
９
０
５
４

冊
、
熊
中
９
２
５
９
冊
、
北

中
９
０
９
５
冊
、
南
中
８
８

７
７
冊
、
貸
出
方
法
は
、
逆

ブ
ラ
ウ
ン
式
の
紙
の
カ
ー
ド

で
、
手
作
業
管
理
す
る
方
法

問 

府
下
の
学
校
図
書
館
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
実
績 

は
?

答 

学
校
図
書
館
電
算
化
は

府
下
43
市
町
村
の
う
ち
34
市

町
村
で
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問 

通
学
許
可
の
出
て
い
る

バ
イ
ク・自
転
車
の
台
数
は
?

答 

バ
イ
ク
は
、
大
体
大
で
、

１
４
５
３
台
、
自
転
車
は
、

問 

６
月
の
一
般
質
問
時
、

選
管
の
答
弁
で
は
、配
布
漏

れ
も
選
挙
後
配
布
も「
絶
対

無
い
」と
の
答
弁
で
し
た
の
で
、

当
該
地
区
の
住
民
の
皆
様
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
し
、配
布
漏
れ

家
庭
に
は
署
名
・
捺
印
を
頂

き
、令
和
元
年
七
月
二
十
五

日
に
藤
原
町
長
に
提
出
致
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
見
て

選
管
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

答 

調
査
結
果
を
見
た
と
こ

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

学
校
図
書
館
と
熊
取
図
書
館
の
連
携
に
つ
い
て　

大
阪
体
育
大
学
と
浪
商
高
校
の
通
学
路
に
於
け
る
バ
イ
ク
ー

自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
に
つ
い
て

平
成
31
年
熊
取
町
議
会
議
員
選
挙
公
報
配
布
漏
れ
・

選
挙
後
配
布
に
つ
い
て

田
中　

豊
一

田
中　

圭
介

一
般
質
問

ろ
配
布
漏
れ
・
選
挙
後
配
布

が
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
調
査
を

す
る
べ
き
だ
っ
た
。

問 

７
月
の
参
院
選
で
、シ

ル
バ
ー
人
材
・
職
員
で
選
挙

公
報
配
布
し
た
総
額
は
？

答 

64
万
６
千
４
百
円

問 

委
託
料
５
０
万
以
上
の

随
意
契
約
の
件
数
は
？

答 

１
７
８
件
で
す
。

要
望 

一
般
競
争
入
札
は
多

少
変
わ
り
ま
し
た
が
、随
契

は
何
か
変
わ
っ
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
な
い
。
各
課
で
見
直

し
、他
市
町
や
一
般
の
情
報

を
取
り
入
れ
、財
政
難
の
お

り
血
税
の
使
い
方
を
考
え
て

欲
し
い
。

問 

住
民
さ
ん
に
謝
罪
は
？

答 

考
え
ま
す
。（
９
月
13

日
に
、広
報
く
ま
と
り
10
月

号
と
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
と
連

絡
あ
り
）
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大
阪
体
育
大
学
と
浪
商
高

校
の
通
学
路
に
於
け
る
バ

イ
ク
・
自
転
車
の
交
通
マ

ナ
ー
に
つ
い
て

学
校
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任

用
に
つ
い
て

熊
取
町
議
会
議
員
選
挙
公

報
漏
れ
・
選
挙
後
配
布
に

つ
い
て

業種 ポスティング方法 配布報告 選挙公報単価
(1枚あたり）

全世帯価格
（1万8千世帯）

委託業者
A社 運送配送業 ゼンリン地図 口頭報告 43円（税抜） 77万4千円

（税抜）

ポスティング業社
数社 ポスティング業 ゼンリン地図

+GPS 口頭+GPS地図 10～25円
（税抜）

18万～45万円
（税抜）

熊取町委託随意契約業者と一般ポスティング業者数社との比較調査結果

ヒアリング
調査結果



問 

現
在
、町
内
の
各
中
学

校
に
は
各
種
ク
ラ
ブ
の
有
無

の
差
が
あ
る
。
や
り
た
い
ク

ラ
ブ
が
区
域
外
の
中
学
校
に

し
か
な
い
場
合
、希
望
の
ク

ラ
ブ
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
放
課
後
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
つ
い
て
各
中
学
校
の
ク
ラ

ブ
を
統
合
し
て
、ど
の
ク
ラ

ブ
に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
は
ど
う
か
？

答 

ク
ラ
ブ
活
動
は
各
校
の

教
育
目
標
達
成
の
た
め
の
活

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ク
ラ

ブ
活
動
の
統
合
や
他
校
へ
の

参
加
は
、趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な

い
と
考
え
て
い
る
。

体
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
ま
っ

た
く
横
暴
な
決
定
で
す
。
泉

佐
野
市
は
市
の
金
で
完
全
無

償
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

熊
取
町
は
公
立
保
育
所
の

一
般
会
計
負
担
増
を
黙
認
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
子

育
て
の
ま
ち
」の
方
針
か
ら

み
て
、ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
活
用
す
べ
き
で
す
。

問 

熊
取
町
内
の
公
立
保
育

所
、民
間
保
育
園
、民
間
認
定

こ
ど
も
園
に
お
け
る
、熊
取

町
の
負
担
増
は
い
く
ら
に
な

る
か
？

答 

公
立
保
育
所（
4
園
）は
、

国
か
ら
の
歳
入
が
な
く
な
る

の
で
、歳
入
歳
出
差
引
は
６

８
９
８
万
円
の
負
担
増
。
民

間
保
育
園
で
は
、歳
入
で
保

育
料
が
４
０
７
３
万
円
の
減

に
な
る
が
無
償
化
に
よ
る
施

設
給
付
費
で
、国
と
府
の
負

担
金
が
増
加
し
町
負
担
と
は

な
ら
な
い
。
民
間
認
定
こ
ど

も
園
、民
間
幼
稚
園
も
町
単

費
負
担
も
負
担
増
は
な
い
。

た
だ
し
、令
和
元
年
度
は
無

償
化
の
実
施
に
係
る
地
方
負

担
の
財
政
措
置
は
、全
額
国

費
で
負
担
と
し
て
い
る
。

要
望 

こ
の
度
の
国
の
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
、こ

れ
ま
で
の
国
の
負
担
を
自
治

工
内
耳
の
再
度
の
購
入
の
補

助
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
、

考
え
て
い
る
か
？

答 

買
い
換
え
等
の
購
入
助

成
は
、障
が
い
者
の
身
体
機

能
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、補
聴
器
等
と
同
様
に

補
装
具
の
位
置
付
け
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、現
在

岸
和
田
市
以
南
の
自
治
体
で

は
、補
助
を
行
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
近
隣
自
治
体

の
動
向
や
町
財
政
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
た
い
。
大
阪

府
を
通
じ
国
に
対
し
補
装
具

の
支
給
品
目
に
追
加
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問 

以
前
、二
見
議
員
が
質

問
し
て
い
た
人
工
内
耳
の
電

池
購
入
の
補
助
に
つ
い
て

は
？

答 

国
の
示
し
て
い
る
日
常

生
活
用
具
の
要
件
の
一
つ
と

し
て「
日
常
生
活
用
品
と
し

て
、一
般
に
普
及
し
て
い
な

い
も
の
」と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、大
阪
府
内
の
多
く

の
自
治
体
が
、対
象
品
目
と

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問 

１
台
お
よ
そ
60
万
円
以

上
す
る
体
外
装
置
は
、装
用

者
の
自
己
の
責
任
の
下
で
一

生
続
く
。
し
か
し
医
療
保
険

は
最
初
の
手
術
と
１
台
目
の

機
器
の
み
し
か
適
用
さ
れ
な

い
。
装
用
者
の
保
護
者
の
大

き
な
経
済
的
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
両
耳
装
用
者
の
負

担
は
、そ
の
倍
に
な
る
。
人

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
？

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
2
億
4
千
万
円
の
財
政
負
担
増
？

18
歳
未
満
の
人
工
内
耳
体
外
装
置
の
購
入
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

重
光　

俊
則

坂
上　

昌
史

一
般
質
問

問 

現
在
の
熊
取
町
の
職
員

構
成
が
来
年
度
か
ら
ど
の
よ

う
な
職
員
構
成
に
な
る
の

か
？

答 

現
在
、正
職
員
で
な
い

嘱
託
員
は
95
人
、臨
時
職
員

は
２
６
１
人
で
、こ
れ
ら
人

件
費
だ
け
で
年
間
９
億
円
の

負
担
と
な
り
、２
億
４
千
万

円
増
加
す
る
。

問 
こ
の
負
担
増
は
ど
こ
か

ら
調
達
す
る
の
か
？

答 

「
第
３
次
行
財
政
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」で
職
員
数

の
削
減
を
す
る
が
、こ
れ
ら

の
削
減
に
も
限
界
が
あ
る
。

要
望 

国
に
財
政
措
置
を
強

く
要
請
す
る
と
と
も
に
、町

は
さ
ら
な
る
財
政
改
革
を
覚

悟
す
る
べ
し
。

人
工
内
耳
の
体
外
装
置
の

購
入
に
つ
い
て

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に

つ
い
て
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幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

の
問
題

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
よ
る
財
政
負
担



問 

今
年
の
夏
も
暑
さ
が
厳

し
く
、体
育
館
で
、倒
れ
た
生

徒
が
い
た
よ
う
だ
。
一
日
も

早
く
体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー
設

置
が
で
き
な
い
か
？

答 

学
校
の
普
通
教
室
に
比

べ
て
、体
育
館
は
大
き
く
、多

額
の
経
費
を
要
す
る
。
補
助

金
を
得
て
も
、町
の
負
担
は

２
億
５
千
万
以
上
と
な
る
た

め
速
や
か
に
整
備
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
補
助
額
を

引
き
上
げ
る
よ
う
国
や
府
に

要
求
す
る
。

　
問 

一
人
暮
ら
し
で
家
族
の

な
い
か
た
は
、不
安
を
持
っ

て
い
る
。
支
援
し
て
も
ら
え

る
の
か
？

答 

生
活
福
祉
全
般
の
相
談

と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｗ（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
）職
員
の
窓
口
相
談
等
と

地
域
に
お
い
て
民
生
委
員
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

え
て
い
る
。
町
で
も
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

要
望 

後
見
人
制
度
を
利
用

し
た
い
と
思
わ
れ
た
が
、費

用
も
高
く
、思
っ
た
よ
う
な

利
用
は
で
き
な
い
よ
う
だ
。

介
護
保
険
の
相
談
は
、受
け

て
も
ら
え
る
が
、他
の
相
談

は
し
に
く
い
よ
う
だ
。

　

色
々
な
状
況
の
方
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

問 

自
治
基
本
条
例
を
住
民

と
共
に
作
る
こ
と
で
、町
長
、

議
会
、職
員
、住
民
が
、ま
ち

づ
く
り
の
協
働
の
意
味
を
互

い
に
理
解
す
る
と
思
わ
れ
る

が
い
か
が
か
？

答 

本
町
で
は
、「
協
働
・
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め

る
の
に「
熊
取
町
協
働
憲
章
」

を
制
定
し
、住
民
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
と
行
政
が
、

連
携
・
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。
自
治
基
本
条
例

を
検
討
し
て
き
た
経
過
は
あ

る
が
、定
め
る
べ
き
内
容
を

す
で
に「
熊
取
町
協
働
憲
章
」

で
定
め
実
践
し
て
い
る
の
で

あ
え
て
制
定
す
る
必
要
は
な

い
。

要
望 
自
治
基
本
条
例
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
理
解
し
あ
い
、町

の
こ
と
を
考
え
あ
う
た
め
、

ぜ
ひ
、考
慮
願
い
た
い
。

 

問 

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
付
近
の
避
難
施
設（
東
小

学
校
）は
大
丈
夫
か
。

答 

東
小
学
校
正
面
道
路
が

閉
鎖
の
状
況
の
際
は
、そ
の

他
の
避
難
所
や
老
人
憩
い
の

家
の
開
放
等
を
避
難
施
設
と

し
て
確
保
を
想
定
。

問 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
・
活

用
し
た
情
報
発
信
は
ど
う
か
。

答 

情
報
発
信
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
を
進
め
、適
時
的

確
な
発
信
に
努
め
る
。

要
望 

具
体
的
な
調
査
研
究

を
進
め
る
為
に
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
を
。

問 

高
齢
者
福
祉
の
観
点
で

移
動
手
段
の
充
実
は
。

答 

社
会
福
祉
法
人
に
委
託

の
移
動
支
援
や
福
祉
有
償
運

送
サ
ー
ビ
ス
、つ
つ
じ
ヶ
丘

地
区
で
は
地
区
福
祉
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
契
約
し
、マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
よ
る
移
動
支
援
を
行
っ

問 

避
難
施
設
に
お
け
る
支

援
物
資
の
受
け
入
れ
通
路
は
。

答 

全
て
の
小
中
学
校
に
は

車
両
の
進
入
が
可
能
な
出
入

り
口
が
あ
り
、グ
ラ
ン
ド
等

を
通
過
の
上
、体
育
館
に
車

両
の
横
付
け
が
可
能
。
南
小

学
校
に
つ
い
て
は
隣
接
す
る

学
童
保
育
所
の
出
入
り
口
か

ら
車
両
侵
入
が
可
能
。　

問 

避
難
所
の
備
蓄
物
資
の

内
容
は
。

答 

最
大
被
害
想
定
の
上
町

断
層
地
震
Ｂ
を
想
定
し
備
蓄
。

今
年
度
は
新
た
に
1
基
防
災

倉
庫
を
追
加
設
置
し
、段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
、毛
布
、組
み
立

て
ト
イ
レ
、電
動
ト
イ
レ
、ガ

ス
ボ
ン
ベ
式
発
電
機
、投
光

器
を
追
加
整
備
。

て
い
る
。
今
後
も
行
政
と
し

て
の
有
効
な
支
援
方
法
を
検

討
す
る
。

問 

高
齢
者
が
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
て
も
、外
出

に
困
ら
な
い
、取
り
組
み
は
。

答 

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
バ
ス

停
を
万
代
前
に
移
設
、和
田

区
内
に
バ
ス
停
を
新
設
し
、

利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

問 

子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
の
拡
充
は
あ
る
か
。

答 

国
・
府
の
動
向
を
注
視

し
、町
の
財
政
状
況
を
勘
案

し
、慎
重
に
検
討
。

問 

学
童
保
育
の
現
状
は
。

答 

年
々
増
加
。
施
設
整
備
、

環
境
改
善
に
取
り
組
む
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら
▼

自
治
基
本
条
例
を
住
民
と
共
に
作
っ
て
い
け
な
い
か
？

一
人
暮
ら
し
で
、家
族
の
無
い
方
へ
の
支
援
は
？

体
育
館
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

「
防
災
元
年
」更
な
る
防
災
事
業
の
充
実
を
！

高
齢
者
の
移
動
支
援
の
充
実
で
イ
キ
イ
キ
と
外
出
を
！

子
育
て
支
援
の
充
実
を
！

鱧
谷　

陽
子

二
見　

裕
子

一
般
質
問
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

高
齢
者
移
動
支
援
に
つ
い
て

一
人
暮
ら
し
で
、家
族
の
無

い
方
へ
の
支
援
は
？

体
育
館
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て



班 11月実施予定（９月議会報告）

令 

和 

元 

年 

度

1 紺屋 11月16日（土） 午後７時～ 老人憩の家

2 桜が丘 11月23日（土） 午後６時～ 老人憩の家

3 青葉台 11月23日（土） 午後７時～ 老人憩の家

班 ２月実施予定（12月議会報告） ５月実施予定（３月議会報告）

令 

和 

２ 

年 

1 野田、大原 東和苑

2 泉陽ヶ丘、七山 つつじヶ丘

3 和田、成合 緑ヶ丘

12月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合もあります。
日程は変更する場合があります。直前にお問い合わせください。

姉妹都市ミルデューラ市から熊取町へ！

本会議の日程みんなの議会、
傍聴しませんか？

委員会の日程
（直接傍聴及び別室傍聴）

12月11日（水）の
議会運営委員会のみ

午後１時30分からです。（ ）
会議はいずれも

午前10時からです。

議会運営委員会
事業厚生常任委員会
総務文教常任委員会

12月4日（水）・5日（木）・19日（木）
［予備日］12月６日（金）

11月28日（木）・12月11日（水）
12月11日（水）
12月12日（木）

の
議 会 報 会告
～議会とミーティング～

予
定

くまとり議会だより　令和元年11月発行  No.47 16

編 

集 

後 

記

　

昨
年
の
台
風
21
号
の
記
憶

が
鮮
明
に
残
る
中
、今
年
も

大
き
な
台
風
が
東
日
本
を
直

撃
し
、甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。被
災
地
の
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ

ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
も
知
れ

な
い
地
震
を
含
め
る
と
「
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

る
」で
は
な
く
、「
必
ず
や
っ

て
来
る
」が
日
本
の
現
実
で

す
。「
防
災
元
年
」と
位
置
付

け
た
熊
取
町
の
防
災
対
策
を
、

議
会
は
住
民
目
線
で
チ
ェ
ッ

ク
・
提
言
し
、住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｂ
）

広
報
委
員
会

　

委 

員 

長　

二
見　

裕
子

　

副
委
員
長　

文
野　

慎
治

　

委　
　

員　

大
林　

隆
昭

　

委　
　

員　

坂
上　

昌
史

　

委　
　

員　

田
中　

豊
一

　

委　
　

員　

河
合　

弘
樹

　

委　
　

員　

坂
上
巳
生
男

「手話通訳」をご希望の方は、早めに議会事務局へご連絡ください。

班構成（○は班長）

1 班
○坂上 巳生男、　田中 圭介
　浦川 佳浩、　渡辺 豊子
　河合 弘樹

2 班
○重光 俊則、大林 隆昭
　坂上 昌史、二見 裕子
　江川 慶子

3 班 ○鱧谷 陽子、田中 豊一
　文野 慎治、矢野 正憲

定例会閉会後に各地区で実施します。各地区での報告会は「議会とミーティング」
という形で、地区の要望をお聞かせいただき、今後の施策の反映にいかします。
全体会の実施につきましては、年２回（11 月・5 月）の開催を予定しています。
又、各種団体との意見交換会の実施も予定しています。

議 会 報 告 会 全 体 会
　　日時／　11月24日（日）午後５時～
　　会場／　煉瓦館（熊取交流センター）　講義室A
　　担当／　９月定例会決算審査特別委員会委員

だんじりと記念撮影

議会に表敬訪問

祭りのワンショット！


